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 スラリー移替え作業は、6月下旬から低線量HIC2基の移替え開始を予定していたが、
被ばくに関する安全対策の追加実施により開始が7月中旬～下旬となる見通し

 Sr-90の内部取込みに関する追加対策
ホールボディーカウンター（WBC）はCs由来のγ線を検知するため、β核種（Sr-

90/Y-90）の濃度が高い炭酸塩スラリーを取扱う本作業では以下の対策を実施

 内部被ばく量が記録レベル(1回の測定または3ヶ月当りの預託実効線量2mSv)を
超過しないよう、作業許容時間とダスト濃度警報設定値を定める

 全面マスクより防護係数の高い電動ファン付全面マスクを使用する

 作業後の鼻腔スミア測定の実施

 β線被ばくに関する追加対策
過去の作業実績より高線量HICの上蓋開放時に開口部近傍で比較的高いβ線量率

が測定されていることから、 HIC上蓋開放後の開口部に近接する作業を想定し以
下の対策を実施

 HIC上蓋開放後の内部構造物の取外し時はスラリーに近接することから、空の
HICを用いて内部構造物取外しのモックアップを実施、作業に要した時間から
実作業での被ばく量を評価

 β線に対する遮蔽を見直し(遮蔽厚・遮蔽材材料の見直し)

スラリー移替え作業の準備状況
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６月 7月 8月
9月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

監視評価
検討会
(6/7)
報告時ス
ケジュー

ル

スケ
ジュール
見直し後

作業準備
（遮蔽見直しによる追加調達を含む）

モックアップ準備～モックアップ

モックアップ結
果を放射線管理

計画に反映

作業準備 HIC移動(1基目)

スラリー移替え(SEDS)
・残スラリー固化有無確認

(1基目)

残スラリー移送
(1基目)

HIC移動(2基目)

残スラリー移送
(2基目)

高線量スラリー
移替え作業に向けた

手順の見直し

高線量HIC(31基)
スラリー移替え作業

HIC保管施設
移動 (1基目)

HIC保管施設
移動 (2基目)

2基/週の移替えを想定
(低線量HICの実績を踏
まえ、詳細検討）

スラリー移替え(SEDS)
・残スラリー固化有無確認

(2基目)

【スケジュール変更前】
移替え作業開始

【スケジュール変更後】
移替え作業開始

HIC移動(1基目)

スラリー移替え(SEDS)
・残スラリー固化有無確

認 (1基目)

残スラリー移送
(1基目)

HIC移動(2基目)

残スラリー移送
(2基目)

高線量スラリー
移替え作業に向けた手順の見直し

HIC保管施設
移動 (1基目)

HIC保管施設
移動 (2基目)

スラリー移替え(SEDS)
・残スラリー固化有無

確認(2基目) 高線量HIC(31基)
スラリー移替え作業

2基/週の移替えを想定
(低線量HICの実績を踏
まえ、詳細検討）

スラリー移替え作業のスケジュール(詳細工程調整中)
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【参考】スラリー移替え作業内容(1/2)

• SEDSは多核種除去設備からHICへのスラリー・吸着材の排出、吸着
材排出後に内部の水の抜取りを行う装置

• HICの内部構造上、抜出用の配管はHIC底部2cm程度上までとなって
おり、SEDSによる抜出後もスラリーがHIC内に残るため、他の手段
を用いて残ったスラリー（残スラリー）を移送（次頁）

SEDS(既設ALPS)外観

 SEDSの概要

 スラリー移替え作業は、増設多核種除去設備建屋内のHIC払出しエリアにて、設備
からHICへスラリーを移送するために使用している抜出装置（SEDS）を使用

 移替え対象HICからSEDSにより移替え先のHIC（新品）へスラリーを移替えた後、
SEDS備付けのカメラ・ファイバーカメラ等を用いて内面確認を行い、底部に残っ
たスラリー（残スラリー）の固化の有無を確認

～～ ～～

床下
ピット

仮設フレキシブルホース

SEDS

移替え対象
HIC

移替え先
HIC2cm

SEDS

特定原子力施設監視・評価検討会
（第９１回）資料
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【参考】スラリー移替え作業内容(2/2)
 底部のスラリーの固化が確認されなかった場合、以下の手順で残スラリーを移替え

(1)SEDS取外し後、HIC内
の内部構造物(配管)を取

外す

～～

(2) 治具を用いて残スラリー
を移替え

内部構
造物

残スラリー
移替え用治具

SEDS

(1)’粘度が高く流動性が確保
できない場合は、ろ過水
を投入後、撹拌

撹拌

必要に応じて実施

撹拌用
治具

• 底部に残ったスラリーが固化していた場合は追加の対応が必要となるため、一旦、
固化が確認されたHICを使用済セシウム吸着塔一時保管施設に移動

スラリー移替え完了後、壁面に付着したスラリーをろ過水によりすすぎ、ファイバーカ
メラにより可能な範囲で容器内面における損傷の有無を確認

移替えが完了した後のＨＩＣ（移替え対象、移替え先）は、使用済セシウム吸着塔一時
保管施設（第二施設・第三施設）に移動し保管

特定原子力施設監視・評価検討会
（第９１回）資料
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測定点 線種
HIC上部線量率(mSv/h)

上蓋開放前 上蓋開放後
上蓋開放&
遮へい後※1

⭙1
γ 0.40 2.00 0.80 

γ＋β 0.40 300.00 0.40 

×2
γ 0.12 0.20 0.20 

γ＋β 0.12 1.00 0.35 

×3
γ 0.15 0.12 0.12 

γ＋β 0.15 0.30 0.10 

※1 ゴム板(厚6mm×2枚)で開口部を遮蔽

HIC上蓋部測定点概要 HICスラリー採取時の上蓋部線量測定結果一覧表

【参考】過去の作業実績
・作業内容：HICからの炭酸塩スラリー採取
・作業対象HIC最大表面線量率(格納時側面):12.8mSv/h

【参考】HIC上蓋解放時の線量率（過去作業の実績）


